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10年後の静岡を創るスーパーセミナー

お
わ
り
に

　
「
10
年
後
の
静
岡
を
創
る
ス
ー
パ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
静
岡
県
立
大
学
の
創
立
30
周
年
に
当
た
り
、
そ
の

存
在
意
義
を
顧
み
た
い
と
い
う
考
え
に
端
を
発
し
ま
す
。
本
学
は
静
岡
県
の
最
高
学
府
と
し
て
、
将
来
に

渡
り｢

知
の
拠
点｣

で
あ
り
続
け
ら
れ
れ
ば
と
望
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
産
業
と
静
岡
県
民

の
福
利
を
牽
引
す
る
方
向
性
を
世
に
向
か
っ
て
発
信
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
企
画
は
本
学
の

通
常
の
公
開
講
座
と
異
な
り
、
行
政
（
静
岡
県
、
静
岡
市
）、
産
業
界
、
静
岡
県
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
に

立
っ
た
講
演
、
さ
ら
に
テ
ー
マ
ご
と
に
学
術
的
見
地
か
ら
の
分
析
を
大
学
教
員
が
加
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
講
師
に
よ
る
講
演
に
引
き
続
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、
一
般
の
参
加
者
に
も

議
論
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
各
回
終
了
時
に
書
面
に
よ
る
質
疑
を
実
施
し
、

講
師
や
座
長
に
よ
る
そ
の
回
答
は
、
既
に
本
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、

デ
ジ
タ
ル
版
と
し
て
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
全
貌
を
世
に
発
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
企
画
の
経
緯
と
し
て
、
２
０
１
５
年
７
月
以
降
、「
食
文
化
み
ら
い
創
造
推
進
特
別
委
員

会
」 ［
委
員
長（
当
時
）─
村
上
光
廣 

静
岡
商
工
会
議
所
副
会
頭
／
鈴
与
株
式
会
社
相
談
役
］ 

と
連
携
し
、
静

岡
商
工
会
議
所
新
産
業
開
発
振
興
機
構
に
事
務
担
当
を
置
き
、
立
ち
上
げ
の
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
４
月
に
、「
食
文
化
み
ら
い
創
造
推
進
特
別
委
員
会
」 
の
委
員
長
が
大
石
剛 

静
岡
商
工
会
議
所
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副
会
頭
／
株
式
会
社
静
岡
新
聞
社
社
長
に
交
代
と
な
り
、
こ
れ
を
機
に
、
株
式
会
社
静
岡
新
聞
社
・
静
岡

放
送
株
式
会
社
と
も
共
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
か
ら
第
６
回
ま
で
の
各
回
の
参
加
者
は
、
１
５
０
名
以
内
で
あ
り
、
第
７
回
は
特
別
企
画
と
し
、

約
３
３
０
名
で
し
た
。
参
加
者
層
は
、
高
校
生
か
ら
80
歳
以
上
ま
で
及
び
ま
す
が
、
60
代
が
最
多
で
し
た
。

参
加
者
の
う
ち｢

満
足｣

と
の
回
答
は
約
85
％
に
上
り
ま
し
た
。
不
満
点
と
し
て
、
参
加
者
の
議
論
へ
の

積
極
的
な
参
画
に
工
夫
を
要
す
る
指
摘
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
回
の
企
画
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
に
御
助
言
・
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
収
録
し
た

講
師
、
座
長
お
よ
び
司
会
者
に
加
え
て
、
本
セ
ミ
ナ
ー
開
催
当
時
の
肩
書
に
て
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
行
政
か
ら
は
、
吉
林
章
仁 
静
岡
県
副
知
事
、
難
波
喬
司 

静
岡
県
副
知
事
、
木
苗
直
秀 

静
岡
県
教
育

委
員
会
教
育
長
、
山
本
高
匡 

静
岡
市
企
画
局
長
、
赤
堀
文
宣 

静
岡
市
経
済
局
長
、
木
村
精
次 

静
岡
市
観
光

交
流
文
化
局
長
、
産
業
界
か
ら
は
、
酒
井
公
夫 

静
岡
鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
／
静
岡
商
工
会
議

所
会
頭
、
岩
崎
清
悟 

静
岡
ガ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
、
大
橋
弘 

株
式
会
社
静
岡
銀
行
常
務
執
行
役

員
に
対
し
て
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
本
企
画
の
広
報
に
お
い
て
は
、
株

式
会
社
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
株
式
会
社
、
静
岡
商
工
会
議
所
、
静
岡
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
一
般

社
団
法
人
静
岡
県
経
営
者
協
会
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
運
営
に
当
た
っ
て
、
静
岡

県
立
大
学
事
務
局
の
野
秋
貴
靖 

事
務
局
長
、
河
野
康
行 

事
務
局
長
、
井
口
真
彦 

教
育
研
究
推
進
部
長
兼
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広
報
・
企
画
室
長
、
望
月
数
久 

広
報
・
企
画
室
企
画
ス
タ
ッ
フ
副
参
事
、
服
部
基
史 

広
報
・
企
画
室
企
画

ス
タ
ッ
フ
副
参
事
、
才
茂
武
彦 

広
報
・
企
画
室
企
画
ス
タ
ッ
フ
主
幹
、
伊
藤
聖
修 

広
報
・
企
画
室
企
画
ス

タ
ッ
フ
主
査
に
、
ま
た
、
髙
木
武
則 

静
岡
県
文
化
・
観
光
部
総
合
教
育
局
大
学
課
長
、
倉
橋
豊 

静
岡
商
工

会
議
所
参
与
、
風
間
禎
之 

静
岡
商
工
会
議
所
産
業
振
興
・
地
方
創
生
部
新
産
業
課
長
、
増
田
篤
宏 

静
岡
商

工
会
議
所
産
業
振
興
・
地
方
創
生
部
新
産
業
課
長
、
小
堺
昭
宏 

静
岡
商
工
会
議
所
産
業
振
興
・
地
方
創
生

部
新
産
業
課
主
幹
、
大
須
賀
紳
晃 

株
式
会
社
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
株
式
会
社
取
締
役
・
社
長
室
長
兼

秘
書
部
長
、
植
松
恒
裕 
株
式
会
社
静
岡
新
聞
社
編
集
局
長
、
小
阪
秀
彦 

株
式
会
社
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放

送
株
式
会
社
営
業
局
次
長
兼
企
画
推
進
部
長
、
大
林
寛 

株
式
会
社
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
株
式
会
社
営

業
局
企
画
推
進
部
副
部
長
、
佐
藤
祐
介 

株
式
会
社
静
岡
銀
行
地
方
創
生
部
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
、
石
川
健

太
郎 

鈴
与
株
式
会
社
経
営
企
画
室
長
、
清
川
誠 

静
岡
鉄
道
株
式
会
社
人
事
部
長
に
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
御

協
力
に
対
し
、
衷
心
よ
り
の
謝
意
を
こ
こ
に
記
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
１
月

　
　
　
　
　

静
岡
県
立
大
学
創
立
30
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　

同
大
学
大
学
院
薬
食
生
命
科
学
総
合
学
府
長 

小 

林　

裕 

和

　
　
　
　
　

同
大
学
大
学
院
食
品
栄
養
環
境
科
学
研
究
院
長
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